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介護保険

●　負担軽減の対象者

●　社会福祉法人による利用者負担軽減について

　

４
月
１１
日
、
木
原
城
址
城
山
公
園
で
「
第
１４
回
木
原
城
山
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
不
順
な
ど
に
よ
り
、
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
来
場

し
た
皆
さ
ん
は
特
設
舞
台
で
の
様
々
な
芸
能
発
表
、
特
産
品
や

各
種
食
品
の
販
売
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 題

ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）
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　３月２９日、ＪＡ茨城かすみとＪＡ稲敷から、村
内小学校の新１年生に通学用の黄色い帽子が寄贈
されました。また、４月１２日には、子ども達が食
や環境、農業への理解を深めるきっかけとなるこ
とを願い、小学校高学年を対象とした食農教育補
助教材『農業とわたしたちのくらし』が寄贈され
ました。ありがとうございました。

　３月２９日、常陽銀行美浦支店（畑山尚支店長）よ
り、村内小学校の新１年生に、小学生に親しみや
すい犬の形をした防犯ブザーが寄贈されました。
常陽銀行からは平成１７年度より毎年、安心して生
活できる地域社会づくり、さらに児童一人ひとり
の安全確保に貢献したいと、防犯ブザーが贈られ
ています。ありがとうございました。

常陽銀行から防犯ブザー寄贈常陽銀行から防犯ブザー寄贈

ＪＡから交通安全帽子寄贈ＪＡから交通安全帽子寄贈

　
　

平
成
２２
年
度
入
学
者
数

　
　
　
　
　

木
原
小
学
校　

５１
人

　
　
　
　
　

安
中
小
学
校　

２１
人

　
　
　
　
　

大
谷
小
学
校　

９４
人

　
　
　
　
　

美
浦
中
学
校　

１５２
人

　

４
月
７
日
、
安
中
小
学
校
を
始

め
、
村
内
３
つ
の
小
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
に
導
か
れ
、
入
場
す
る

新
入
生
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
た

面
持
ち
で
し
た
が
、
背
す
じ
を
し

っ
か
り
と
伸
ば
し
て
歩
き
、
先
生

の
お
話
に
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
に
は
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
を
迎
え

て
の
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

入
学
お
め
で
と
う
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ら
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生
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生活環境

トレセン「愛馬の日」トレセン「愛馬の日」
　４月３日、４日に美浦トレーニング・センター
で、恒例の「愛馬の日」が開催されました。
　今年の愛馬の日は、あいにくの天気となってし
まいましたが、ホースショー、ポニーの競馬、乗
馬・馬車試乗会、フリーマーケットなど、様々な
イベントを楽しんでいる皆さんで、会場となった
乗馬苑周辺は熱気に包まれていました。

　３月２６日から２８日、大洗町総合運動公園体育館
で、「第１０回全国体操小学生記念大会」が開催され、
美浦体操クラブの子ども達が茨城県代表として２
部門に出場しました。
　団体体操の部・女子に出場した新体操選手コー
スの児童は、昨年に続き見事、銀賞に輝きました。
また、団体体操の部・ラジオ体操では、体操一般
コースの児童が元気いっぱいの演技を披露しまし
た。出場した子ども達は、緊張感と達成感を味わ
うことができ、とても貴重な経験となりました。

全国大会で銀賞！
　　　　美浦体操クラブ
全国大会で銀賞！
　　　　美浦体操クラブ

祝

キンシャサノキセキ号

堀宣行 調教師 小林武幸 厩務員

おめでとう　　美浦所属馬　ＧⅠ　制覇おめでとう　　美浦所属馬　ＧⅠ　制覇

「第４０回高松宮記念」「第４０回高松宮記念」

　３月２８日、中京競馬場（１２００ｍ芝コース）で行われ
た第４０回高松宮記念で、美浦トレーニング・センター
堀宣行厩舎所属のキンシャサノキセキ号が優勝しま
した。
　直線入口から脚を伸ばし、ゴール板の１００ｍ程手
前で先頭に立ったキンシャサノキセキ号は、内の馬
が食い下がり、外から他の馬が脚を伸ばしてくる最
後の一瞬まで勝ち馬が分からないほどの大混戦のレ
ースを制しました。小林厩務員は、「重賞３連勝後の
レースだったので周囲からの期待も大きく、とても
緊張しました。また、今後のことを考えると、この
チャンスを逃したくないという強い気持ちがあり、
レース後はホッとしたというのが正直なところです。
このままケガなどをせずに、無事に競走生活を全う
してほしいと思っています。」と語ってくれました。
　重賞３連勝を飾って臨んだ今回のレースで、１番
人気に支持されるなか、見事、その人気に応えて優
勝したキンシャサノキセキ号、今後の活躍が期待さ
れます。


